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はじめに
テキ イ

本校研究集録前回に引 き続 き,女 子が儀式 または婚礼の際に着用 した程衣(チ ヨクイ)
エ ンサ ン カ イ トウ イ

円杉(ウ オンサ ム)華 衣(フ アルオツ)唐 衣(タ ンウイ)ま たは(タ ンイ)等 の礼服があ

るが,今 回は円杉(ウ オンサム)に ついて歴史を考察 し次いで文献に基づ き,構 成技法を

考察 しなが ら試作品(実 物の112)の 製作を試みたので報告する。

1歴 史 的考察

朝鮮朝時代は518年 の長期であるので,前 ・中 ・後期に分ける。 前 ・中期には露衣(ノ

イ)こ れは大衣に属するもの,長 杉(チ アンサム)こ れは大袖 に属するものがある。これ

等の中に円杉(ウ オンサム)が 含 まれていたが,後 期にな り円杉(ウ オンサ ム)が ひ とつ

に集約 されたのである。

円杉(ウ オンサ ム)は 統一新羅時代に唐 より取 り入れ られて,高 麗時代にも着用 され,

更に朝鮮朝時代に於 いても女子の礼服 として着用 された表衣の一種である。

朝鮮朝時代に入 って,衣 服に対する変遷の過程を見ても余 り変化は見 られ ないが,宮 中

生活 と一般庶民生活の規範 ・様式に於いては異なる点があ る。

女子の衣服については宮中女服 と一般女服に大別することができる。宮中服 については

儀式に用い られる礼服が問題になる。何故ならぽ宮中には妃,嬢 を始め多 くの宮女がお り,

宮女の中には品階を持 っている内命婦,品 階を持たない一般宮女がいた。それ等の宮女は

自らの地位に定め られた服装を着用 していたか らである。
エ ンサ ン

円杉(ウ オ ンサ ム)に は黄 円杉(フ ア ン ウオ ンサ ム)紅 円杉(ホ ン ウオ ンサ ム)緑 円杉

(ロ ツク ウオ ンサ ム)の 三種 類 あ るo
エ ンサ ン トウ イ

円杉(ウ オンサ ム)の 形態は嬬(チ ヨゴリ)周 衣(ツ ルマキ)唐 衣(タ ンウイ)と は異

なる点がある。 身頃の前中心線は 突 き合せにな り,脇 はス リットしている。 前の身丈は

後の身丈 より短か く,身 頃の裏の脇のス リットより裾にかけ,廻 りに撰(ふ ちとり)を つ

ける。その撰(ふ ち とり)の 裾の角を額縁にする。衿の形 も異 っている。袖は広袖で色 と

りど りに接ぎあわ し,即 ち色撰(セ ク トン)に し袖の丸味が図のよ うに袖付の袖下(ふ り
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側)の 裾が丸 くなっている。色撰(セ ク トン)の 先に汗杉(コ トルチ)を つける。

黄 円杉(フ アンウオ ンサム)は 皇后が着用 され るものである。絹織物で黄色の地紋のあ

る表地,紅 色の裏地が使用 してある。袖は広袖で袖 口には金織綴白色汗杉(コ トルチ)を

つける。袖幅の袖口よ りに紅色,藍 色の色撰(セ ク トン)に な っている。

皇后の印 として五爪龍補(オ チ ヨリヨソボ)を 胸,背,両 肩の四箇所につける。
トヘ イ

図(1)のよ うに斜線の所は金織が してある。衿の形が儒(チ ヨゴリ)唐 衣(タ ンウイ)と

は異 っていて衿は先端か ら5cm上 った所 より狭 くし,内 側の掛衿があ らはれている。衿

先の所 にボタン(タ ンチウ)を つけ る。赤色の大帯をしめ る。

紅 円杉(ホ ンウオンサ ム)は 朝鮮朝時代の王妃,世 子妃が着用した大礼服である。

形態 としては黄 円杉(フ アンウオンサム)と 変化はないが,表 地は絹織物で紅色の鍛又

は紗,裏 地は薄 い黄色で藍色の撰(ふ ちとり)が つけてある。両肩か ら袖口ま で 雲 鳳 紋

(ウソホンムン)が 織金 されている。広袖の袖口 よりに黄色,藍 色の色撰(セ ク トン)そ

の先に白色の汗杉(コ トルチ)を つける。胸,背,両 肩に四爪龍補(サ チ ヨリヨンボ)を

つける。衿先にボタン(タ ンチ ウ)を つけ,藍 色の大帯をしめ る。

緑 円杉(ロ ツクウオ ンサム)は 朝鮮朝時代に王妃,世 子嬢,公 主,翁 主,宮 女又は士大

夫の婦女子達の礼服である。 しか し王妃,世 子娯が着用す る時は草緑色の雲紋鍛の絹織物

に鳳風を刺繍 した胸背をつけ る○

形態は変 らないが草緑色の絹織物で織又は紗で仕立てるが,広 袖の袖 口よりに紅色,黄

色の色撰(セ ク トン)に しその先に汗杉(コ トルチ)を つける。 これは白色の一重である。

黄 円杉(フ アンウオ ンサム)紅 円杉(ホ ンウオ ンサム)の ように金織はな く,花 紋を華

麗に金箔 してある。衿先にボタン(タ ンチ ウ)を つけ,紅 色の帯を しめ,前 中心線の丁度

胴囲線位 に白色の紐をつける。後に広幅の黒色の リボ ンをつけ る。

朝鮮朝時代の後期 には規律 もゆ るやかにな り庶民の婚礼服 として も金箔のないものが使

用 され るようになった。

身分に従 って衣服の色 と紋様を異ったものに し,前 述のもの と形態は変 らないが,広 袖

の色撰(セ ク トン)が 黄色,藍 色,赤 色,緑 色 となる。その先に汗杉(コ トルチ)を つけ,

紅色の帯をしめ,後 に広幅の赤色の リボンをつけ る。

衿には広袖につけた色撰(セ ク トン)に 使用 した赤色を使い,衿 先のボタン(タ ンチ ウ)

の代わ りに衿 と同 じ赤色の リボンをつける。

なおボタン(タ ンチ ウ)に ついては,国 末開化期に入 りボタン(タ ンチ ウ)の 簡便 な点

お よび美観上か ら使用 されだ した。 これには金銀,玉 石で作 られた ものもあ り,模 様 も蝶,

蠕幅,菊 花等いろいろなで,中 には四角い ところに各種の紋様が施 してあるものもある。

2構 成 技法

1)円 杉(ウ オンサム)〆

一136一

N工 工一ElectrOnlcLlbrarySe-vlce



OtemaeUnlverSlty

大手前女子短期大学 ・大手前栄養文化学院 「研究集録」第7号(1987年)

(1)表 地

草緑 色 身頃 袖 衿90cm幅6.2m

黄 色 袖90cm幅1.8m

鮮紅 色 袖 腰 紐 細 い飾紐90cm幅4m

白色 汗 杉(コ トルチ)衿 前 紐90cm幅1.8m

藍 色 撰(ふ ち と り)90cm幅2.2m

又 表地 と同色を使 用す る こ ともあ る。

裏地

鮮紅 色 身頃 袖90cm幅6.2m

薄生地 を 使用す るが,時 には表 地 と同 じ生地 を使用 す る こ ともあ る。

(3)リ ボ ン

表地 黒 色90cm幅1.3m

裏地 鮮 紅 色90cm幅1.3m

2)金 織 金 箔,の 位 置

3)製 図 実 寸112。 単位cm

4)裁 断 縫 い代 の取 り方

3試 作 品(実 物 の1/2)

1)使 用 した生地 及 び用尺

(1)表 地

緑 色 縮 子紋 織 合成繊維90cm幅3.1m

身 頃 衿 袖 裏身 頃 につけ る撰(ふ ち と り)

赤 色 袖 腰紐90cm幅2m

黄 色 袖90cm幅1m

白色 汗杉(コ トル チ)衿 前 紐90cm幅1m

② 裏地

紅 色 キ ュプ ラ120cm幅1.5m

(3)芯 地

袖 口に使用 した 障子紙 少 々

2)縫 製

(1)袖 づ く り

① 汗杉(コ トル チ)の 袖 下袋縫 い に し縫 い代 は後 に折 る。

② 袖 口に紙 芯(2cm幅)を 入 れ,1cm折 り,2cm折 って三 ツ折 りに し くけ る。

③ 緑 色の袖 布 と赤 色 の色撰(セ ク トン)中 表 に合ぜ て縫 い縫 い代割 る。次 に赤 色

の色撰(セ ク トン)と 黄 色 の色撰(セ ク トン)を 中表 に合 せ て縫 い縫 い代 を割 る。
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④ 袖下線の汗杉(コ トルチ)付 の方の表袖,裏 袖それぞれ約5cm別 々に縫 い縫 い

代後に折る。

⑤ 表袖(黄 色)と 汗杉(コ トルチ)中 表に合せ縫い縫 い代を黄色の方に折る。

(2)身 頃

① 表身頃

背縫を縫い縫 い代を割る。

② 撰(ふ ちとり)の 裾の角を額縁 に縫 って縫 い代を割 る。

③ 裏身頃

背縫を縫 い縫 い代を右身頃が高 くなるように折 る。

④ 裏身頃に撰(ふ ちと り)を つける。左右の脇,裾 。

前身頃に撰(ふ ち とり)を つける。左右の前中心線,左 右の脇,裾 。

⑤ 後身頃

表身頃 と裏身頃を中表に合せ,左 のふ りの丸み手前 より上部の角型 よ り脇 のス

リッ トを縫い,裾 より右の脇 ス リットの上部の角型 よりふ りの丸み手前まで縫 う。

縫い代0.7cm～1cmに 切 り揃える。 上部の角型の所はY字 型に切 り,裾 の角部

及び ヵ一ブ線に2～3ヵ 所切 りこみを入れ る。表に返 し形を整える。

⑥ 前身頃 も上記 と同 じ要領で縫 い,前 中心線の衿付止 りまで縫 う。

⑦ 表身頃の肩線を縫 い縫い代は後へ折る。

裏身頃の肩線を縫 い縫 い代は後へ折る。

⑧ 表身頃の袖付線を縫い縫 い代は割 る。

裏身頃の袖付線を縫い縫 い代は袖の方へ折 る。

⑨ 袖下線を縫 う。

袖 口線 よ り手 を入れ,表 袖,裏 袖別 々に中表に折 り,表 地の後袖 の裏を手前に

し,表 地 の前袖の裏 と裏地 の前袖の裏 と合せて袖下線を四つ縫いにす る。(丸 み

の所 まで)丸 みの所 の縫 い代は細 く切 り,山 型に切 りこみを入れ る。表に返 し形

を整える。

⑩ 汗杉(コ トルチ)の 縫い代に袖裏の袖口線を折 りくける。

⑪ 衿つ くり

緑 色の衿 と白色の衿を縫 う。縫い代のカーブ線を山型に切 り縫い代を白色の衿

の方に折 る。

⑫ 緑色の衿付線を表身頃の衿付線につけ る。

⑬ 裏衿は衿付線に図の点線の所を折 り輪に して くけ る。丸みの所は形を整える。

⑭ 表衿(白 色)幅 を整え裏衿に くける。

(3)紐 つ くり

一138一

N工 工一ElectrOnlcLlbrarySe-vlce



OtelnaeUnlVerSlty

大手前女子短期大学 ・大手前栄養文化学院 「研究集録」第7号(1987年)

腰紐,前 紐(白 色)後 リボン(広 幅)前 細紐(赤 色)(袖 の角型の所につ け る

紐)

(4)前 紐(白 色)前 細紐(赤 色)指 定の位置につける。

(5)左 右両脇のス リットの上部 よ り12cm～13clnの 所 に赤色糸で とめをする。

(6>仕 上げのアイ ロソをかける。

おわ りに

上記に述べた構成技法によ り,平 面構成の諸条件に適応 しているので,円 杉(ウ オ ンサ

ム)は 平面構成であ る。

円杉(ウ オンサム)は その歴史を見ても統一新羅時代 より現在 に至 るまでの礼服 として

使用 され,形 態は表面的には変化は見 られ ないが,参 考資料を見た所 では図(1)と写真黄円

杉(フ アソウオ ンサム)を 図(4)とでは一部に変化が見られ る。それは身頃の前後脇線の下

部の所が,前 者(図1)は カーブ しているが,後 者(図4)は 直線になっている。

皇后大礼服,黄 円杉(フ アンサム)袖 丈71cm

王妃 ・世子妃大礼服,紅 円杉(ホ ンウオンサ ム)袖 丈71cm

公主 ・翁主 ・宮女 または士大丈の婦女子たちの礼服,緑 円杉(ロ ックウオ ンサム)袖

丈70cm

庶民の新婦婚礼服,緑 円杉(ロ ックウオ ソサム)袖 丈60cm

しか し私が参考に した製図は,袖 丈80cmで あった、)

宮中で使用 され る各種円杉(ウ オ ソサム)は ボタソ(タ ンチウ)を 使用。

庶民の緑 円杉(ロ ックウオ ンサム)は 衿の色を袖に使用 した色撰(ア ク トン)の 中の一

色である赤色を使用 し,掛 衿は儒 と同じであ る。

衿先にはボタン(タ ンチウ)で な く,蝶 結びの リボンをつける。衿 と同色であ る。

上記の袖丈,ボ タン(タ ンチウ)を 見ても階級制度のきび しいことを知ることができた。

円杉(ウ オ ンサム)の 裏身頃の脇線,前 中心線,裾 に撰(ふ ち とり)を つけて布が痛ん

だ時に取 りかえられ るように工夫されている。 この事か らもいかに物資を大切に取扱 って

いる国民であ るかがよくあ らわれていると思 ったQ

私達は現在豊かな資源に恵 まれてい るが,こ の合理的 な精神を大いに見習 うべ きであろ

う。

終 りに ソウル誠信女子大学 朴 京子教授が贈呈下 さいました 「韓国衣裳構成」の書籍

を参考に させて頂 きましたこと深 く感謝 し,厚 く御礼申しあげ ます。
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法艮の構成
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(資料,鱗 王鱒 国服図録 世宗大学働 館所蔵による)

144一

N工 工一Electr・nエcL・brarySe-vlce

OternaeUDエversエty


